
福祉科の食事介助実習が行なわれました。平成２４年１月２６日（木） 

 
３限目から６限目に、２組に分かれて、食事介助の実習が行なわれました。「左片麻痺」の人の食事介

助という設定での実習で、お互いが介護者と要介護者になりきって、真剣に取り組んでいました。 

 



 
まず、ベットのリクライニングを調節し、エプロンを着せてあげました。その後、以下に配慮し、介助。 

 ○食事のあいさつ（今からご飯であることを伝える）→○献立の説明→○食べる順序（趣向を聞く） 

 →○適宜、水分を飲んでもらう工夫や配慮(食べ始めは特に注意)→○相手のペースに合わせているか 

 →○食事中、コミュニケーションが図られているか  誤嚥防止のための配慮も必要です。 

 


